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丹生川支所 
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上宝支所 

(0578)6-2354 

平
成
十
八
年
度 

通
常
総
代
会
を
開
催 

 

五
月
十
九
日
（
金
）
国
府
公
民
館
（
広
瀬
町
）

に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
度
通
常
総
代
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

洞
口
良
三
副
会
長
の
開
会
挨
拶
の
あ
と
、
議 

事
に
先
立
っ 

て
、
役
員
功 

労
者
表
彰
伝 

達
と
優
良
従 

業
員
永
年
勤 

続
表
彰
を
行 

い
ま
し
た
。 

（
詳
細
別
掲
） 

議
長
に
は
、
上
宝
支
部
総
代
の
中
田
芳
明
氏

が
選
任
さ
れ
、
第
一
号
か
ら
四
号
議
案
ま
で
の

全
て
の
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
多
数
の
ご
来
賓
の
中
か
ら
高
山
市
商

工
観
光
部
長
大
洞
幸
雄
様
、
高
山
市
議
会
議
員

佐
竹
稔
様
に
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。 

和
仁
松
男 

副
会
長
が
閉 

会
の
辞
を
延 

べ
閉
会
し
ま 

し
た
。 

 

ご
あ
い
さ
つ 

高
山
北
商
工
会
長 

 

加 

藤 
 

叶 
 

長
く
て
寒
か

っ
た
大
雪
の
冬

も
よ
う
や
く
済

み
ま
し
て
、
私
た

ち
の
住
む
こ
の

地
に
も
遅
い
春

の
訪
れ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
桜
の
花
の
時
期
も
過

ぎ
ま
し
て
、
野
や
山
の
新
緑
も
い
っ
そ
う
色
濃

く
な
っ
て
、
す
が
す
が
し
い
季
節
を
迎
え
て
い

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

私
ど
も
北
商
工
会
が
合
併
を
い
た
し
ま
し

て
か
ら
満
一
年
が
経
ち
、
本
日
の
第
二
回
目
の

総
代
会
は
、
誠
に
意
義
の
あ
る
大
切
な
総
代
会

で
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
総
代
会
に

来
賓
の
皆
さ
ま
方
に
は
公
務
ご
多
忙
の
中
ご

臨
席
い
た
だ
き
一
層
の
ご
虹
彩
を
添
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

ま
た
、
日
頃
は
私
ど
も
商
工
会
に
対
し
ま
し

て
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
も
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
で

ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
重
ね
て
心
か
ら
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
私
ど 

も
商
工
業
者
の 

関
心
事
は
や
は 

り
景
気
の
動
向 

で
は
な
い
か
と 

思
い
ま
す
。 

三
月
の
決
算 

期
を
迎
え
て
の 

決
算
が
こ
こ
数
日
来
新
聞
紙
上
に
掲
載
を
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
輸
出
産
業
が
牽
引
し
、

自
動
車
や
関
連
の
企
業
そ
し
て
電
力
・
薬
品
の

会
社
、
そ
れ
か
ら
大
手
化
学
の
会
社
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い

る
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
も
、
好
成
績
を
お
さ
め
て
い

る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
石

油
の
元
売
り
企
業
も
非
常
に
景
気
が
良
か
っ

た
と
の
報
道
も
さ
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
私
ど
も
は
つ
い
数
年
前
の
国
の
公

共
事
業
の
大
幅
な
削
減
や
、
規
制
緩
和
と
い
う

こ
と
で
直
接
的
に
影
響
の
あ
る
大
型
店
が
当

地
域
に
も
進
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
地
元
企
業
は
厳
し
い
環
境
の

中
に
あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
の
中
で
地
域
間

の
格
差
、
そ
し
て
企
業
間
の
格
差
・
業
種
間
の

格
差
と
い
う
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

厳
し
い
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
の
が
私
ど
も

の
管
内
の
状
況
で
は
な
い
か
と
存
じ
て
お
り

ま
す
。 

私
ど
も
は
そ
う
い
っ
た
中
、
昨
年
の
第
一
回

目
の
総
代
会
に
お
い
て
、
事
業
計
画
の
中
で
創

業
の
支
援
と
経
営
革
新
を
事
業
の
柱
と
し
て

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

そ
ん
な
中
で
平
成
十
八
年
度
は
中
部
経
済

産
業
局
か
ら
、
創
業
の
支
援
・
第
二
創
業
・
経

営
の
革
新
を
目
指
す
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
飛
騨
で
初
め
て
認
定
い

た
だ
き
ま
し
て
、
こ
の
四
月
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
積

極
的
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
先
ほ
ど

申
し
上
げ
ま
し
た
企
業
間
の
格
差
や
地
域
間

の
格
差
を
ど
れ
だ
け
で
も
解
消
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
積
極
的
に
ご
利
用
を
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
ど
も
役
職
員
は
、
常
に
こ
の
北
商
工
会
の

合
併
の
目
標
で
あ
り
ま
す
「
地
域
か
ら
親
し
ま

れ
、
頼
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
存
在
感
が

あ
り
価
値
の
あ
る
商
工
会
」
を
め
ざ
し
て
、
今

後
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
い
く
決
意
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ど
う
か
今
後
と
も
皆
さ
ま
方
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

終
わ
り
に
な
り
ま 

し
た
が
、
本
総
代
会 

に
ご
列
席
の
皆
さ
ま 

の
益
々
の
ご
健
勝
と 

ご
活
躍
、
併
せ
て
そ 

れ
ぞ
れ
の
企
業
・
ご 

商
売
の
ご
発
展
を
祈 

念
申
し
上
げ
ま
し
て 

ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ 

て
い
た
だ
き
た
い
と 

思
い
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ 

い
ま
し
た
。 

中田芳明氏のスムーズな議事進行 

開会の挨拶をする洞口副会長 

閉会の挨拶をする和仁副会長 

多数のご来賓に臨席いただきました。 
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平成１８年度　収入総額　96,100千円

県補助金
47,011

市補助金
17,000

会費・加入
金 11,850

手数料等
11,806

受託料
3,830

前期剰余金
4,603

平成１８年度　支出総額　96,100千円

経改事業
職員設置費
63,867

経改事業
指導事業費
4,020

地域総合
振興事業費
7,680

受託事業費
4,000

管理費
15,410

予備費
1,123

 平
成
十
八
年
度
が
ス
タ
ー
ト 

  

基
本
方
針 

 
 

わ
が
国
経
済
は
、
一
昨
年
来
の
踊
り
場
を
脱

却
し
、
大
企
業
を
中
心
と
し
て
好
況
が
続
い
て

い
る
が
、
大
企
業
と
中
小
企
業
と
の
格
差
を
は

じ
め
業
種
間
格
差
、
更
に
は
地
域
間
格
差
が
顕

著
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
所
謂｢
勝
ち
組｣

と｢

負

け
組
」
の
二
極
化
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
も
こ

の
傾
向
が
拡
大
し
て
行
く
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。 

 

ま
た
、
昨
年
は
国
内
総
人
口
が
第
二
次
世
界

大
戦
後
初
め
て
減
少
に
転
じ
、
本
格
的
な
少
子

高
齢
化
社
会
の
到
来
を
予
感
さ
せ
る
年
と
な

っ
た
。
更
に
は
、
消
費
の
回
復
が
言
わ
れ
る
一 

                

方
で
、
フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
可

処
分
所
得
の
低
い
層
の
拡
大
も
見
ら
れ
、
年
金

制
度
に
対
す
る
不
安
も
拭
え
な
い
等
、
先
行
き

に
対
す
る
不
安
な
面
が
広
が
っ
て
い
る
。 

 

か
か
る
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
平
成
十
七
年

四
月
に
三
商
工
会
の
合
併
に
よ
っ
て
発
足
し

た
高
山
北
商
工
会
は
、
永
年
に
亘
っ
て
培
っ
て

き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化･

伝
統
・
習
慣
を
重
ん

じ
つ
つ
、
新
し
い
商
工
会
像
を
求
め
て
自
己
変

革
に
取
組
ん
で
来
た
が
、
日
々
の
新
し
い
状
況

へ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
必
ず
し 

も
そ
の
成
果
を
挙
げ
た
と
は
言
い
難
い
状
況 

の
中
で
合
併
満
一
年
を
迎
え
た
。 

合
併
二
年
目
に
入
っ
た
当
商
工
会
と
し
て

は
、
合
併
時
に
目
指
し
た
商
工
会
活
動
の
原
点 

                

で
あ
る
地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
零
細
事
業

者
の
育
成
と
経
営
革
新
を
進
め
る
た
め
の
経

営
改
善
普
及
事
業
を
積
極
的
に
展
開
す
る
た

め
に
、
職
員
の
資
質
向
上
と
組
織
の
変
革
に
取

組
み
、
以
っ
て
地
域
に
根
ざ
し
た
経
済
団
体
と

し
て
、
常
に
必
要
と
さ
れ
頼
り
に
さ
れ
る
組
織

を
目
指
し
て
一
段
の
努
力
を
傾
注
し
た
い
。 

 

特
に
、
本
年
度
は
、
中
部
経
済
産
業
局
よ
り

飛
騨
地
域
で
第
一
号
と
な
る
「
シ
ニ
ア
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
認
定
を
受
け
た
こ

と
か
ら
、
創
業
と
経
営
革
新
に
取
組
む
地
域
の

中
小
企
業
者
の
支
援
拠
点
と
し
て
も
積
極
的

に
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
行
き
た
い
。 

                   

 

職員により平成１８年度の 
事業計画・予算の説明を行う。 

 

平
成
18
年
度
経
営
改
善
普
及
事
業 

【
重
点
事
業
方
針
】 

 

①
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
伴
い
、「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
事
業
所
」
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
中
小

企
業
新
事
業
活
動
促
進
法
に
基
づ
く
経
営

革
新
計
画
の
承
認
を
目
指
す
事
業
所
に
対

す
る
支
援
を
行
う
。 

②
会
員
事
業
所
の
、
よ
り
高
度
な
支
援
へ
の
変

遷
・
要
望
を
踏
ま
え
、
８
つ
の
柱
の
「
新
経

営
改
善
普
及
事
業
」
の
指
導
体
制
の
確
立
を

図
る
。 

③
会
員
事
業
所
の
専
門
・
高
度
化
す
る
諸
問
題

に
つ
い
て
、
迅
速
に
対
処
・
改
善
出
来
る
よ

う
専
門
講
師
な
ど
の
指
導
や
派
遣
な
ど
「
新

経
営
改
善
普
及
事
業
」
と
し
て
自
己
財
源
で

実
施
す
る
。 

④
Ｉ
Ｔ
の
急
速
な
発
展
に
伴
う
事
業
所
間
な

ど
の
格
差
是
正
の
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

を
基
礎
か
ら
応
用
ま
た
は
専
門
的
な
ど
の

各
種
コ
ー
ス
を
設
定
・
開
催
し
、
事
業
所
の

Ｉ
Ｔ
化
や
業
務
の
合
理
化
な
ど
の
支
援
を

行
う
。 

⑤
法
律
改
正
情
報
、
各
種
助
成
制
度
・
金
融
制

度
等
、
様
々
な
商
工
施
策
の
紹
介
な
ど
を

「Express N
ews

」
に
よ
り
速
や
か
に
情

報
提
供
す
る
。 

⑥
記
帳
機
械
化
支
援
事
業
を
推
進
し
つ
つ
、
パ

ソ
コ
ン
会
計
導
入
の
支
援
を
行
う
。 

⑦
消
費
税
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
て
二
年
目
と

な
り
、
更
に
適
正
か
つ
ス
ム
ー
ズ
な
申
告
が

行
わ
れ
る
よ
う
支
援
を
行
う
。 

 
税のこよみ 

 
【所得税】 
所得税予定納税（第１期分） 

→  ７月３１日（月） 
【源泉所得税】 
納期特例1～6月分源泉所得税 
   →  ７月１０日（月） 
【法人税】 
５月末決算法人の確定申告 
11月末決算法人の中間申告 
   →  ７月３１日（月） 
【固定資産税】 
第２期納付 
   →  ７月３１日（月） 
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役
員
功
労
者
表
彰 

 

岐
阜
県
議
会
議
長
表
彰 

（
役
員
功
労
者
） 

前
国
府
町
商
工
会
副
会
長 

 
 
 

柚
村
茂
幸 

前
国
府
町
商
工
会
理
事 

 
 
 
 

洞
口
正
志 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太
田
晴
男 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

塩
屋
忠
典 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
形
基
樹 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂
西
政
幸 

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰 

（
役
員
功
労
者
） 

前
上
宝
村
商
工
会
理
事 

 
 
 
 

前
田 
博 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
村
政
保 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
岡
博
明 

前
上
宝
村
商
工
会
監
事 

 
 
 
 

中
野
安
市 

前
丹
生
川
村
商
工
会
理
事 

 
 
 

中
西
伸
一 

岐
阜
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰 

（
役
員
功
労
者
） 

前
国
府
町
商
工
会
理
事 

 
 
 
 

森
本
義
雄 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渕
上
治
嗣 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

船
坂
弘
一 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
山
信
夫 

前
上
宝
村
商
工
会
副
会
長 

 
 
 

岡
田 

昇 

前
上
宝
村
商
工
会
理
事 

 
 
 
 

今
田
英
一 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
丸
正
則 

前
丹
生
川
村
商
工
会
理
事 

 
 
 

田
中
慶
蔵 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
坂
義
孝 

（
青
年
部
役
員
功
労
者
） 

前
丹
生
川
村
商
工
会
青
年
部
長 

 

真
野
栄
治 

（
珠
算
連
盟
役
員
功
労
者
） 

県
商
工
珠
算
連
盟
理
事 

 
 
 
 

加
藤
す
み
ゑ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

  

優
良
従
業
員
表
彰 

 

勤
続
二
十
年
以
上 

吉
城
電
子
工
業
㈱  

 

蒲
生
節
子 

 

国 

蒲
田
建
設
㈱ 

 
 

中
田
好
彦 

 

上 

高
山
信
用
金
庫
上
宝
支
店 

西
村
英
樹 

 

上 

㈱
大
成
電
気 

 
 

舩
坂
忠
雄 

 

国 

吉
城
電
子
工
業
㈱  

 

保
谷
奈
美
子 

国 

美
笠
建
設
㈱ 

 
 

水
波
今
朝
光 

上 

㈱
共
進
ペ
イ
パ
ー
＆
パ
ッ
ケ
ー
ジ 

森
下
久
夫 

 

国 

宝
興
建
設
㈱ 

 
 

森
脇
良
和 

 

上 

吉
城
電
子
工
業
㈱  

 

山
口
し
の
ぶ 

国 

               

勤
続
十
年
以
上 

美
笠
建
設
㈱ 

 
 

新
井 
実 

 

上 

㈲
西
分
土
建 

 
 

稲
田 
忠 

 

丹 

飛
騨
山
菜
加
工
㈱  

 

岩
塚
康
弘 

 
国 

吉
城
電
子
工
業
㈱  

 

江
間
恵
子 

 
国 

高
山
信
用
金
庫
丹
生
川
支
店 

尾
嵜 

繁 
 

丹 

㈲
西
分
土
建 

 
 

上
野
公
平 

 

丹 

川
端
土
建
㈱ 

 
 

川
中
博
彦 

 

国 

飛
騨
山
菜
加
工
㈱  

 

熊
崎
智
鶴
代 

国 

上
田
印
刷
紙
工
㈱  

 

境 

陽
子 

 

国 

㈱
エ
イ
コ
ク 

 
 

阪
上
清
美 

 

国 

㈱
共
進
ペ
イ
パ
ー
＆
パ
ッ
ケ
ー
ジ 

白
川
文
彦 

 

国 

川
端
土
建
㈱ 

 
 

大
門
宏
徳 

 

国 

美
笠
建
設
㈱ 

 
 

高
野
良
智 

 

上 

吉
城
電
子
工
業
㈱  

 

田
中
淳
子 

 

国 

㈱
土
井
製
材
所 

 
 

鳥
谷
孝
一 

 

丹 

㈲
遠
州
水
産 

 
 

沼
津
花
子 

 

丹 

㈲
西
分
土
建 
 

 

林
崎
文
代 

 

丹 

㈱
土
井
製
材
所 
 

 

林 

博
之 

 

丹 

吉
城
電
子
工
業
㈱  

 

水
口
紀
恵 

 

国 

蒲
田
建
設
㈱ 

 
 

森
下 

靖 
 

上 

㈲
下
形
設
備 

 
 

森
本
弘
樹 

 

国 

（
表
彰
者
五
十
音
順
、
敬
称
略
） 

（
国
↓
国
府
・
丹
↓
丹
生
川
・
上
↓
上
宝
） 

                        

 

新
規
就
職
者
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

1
    

  

五
月
九
日
、
高
山
北
商
工
会
館
に
お
い
て
、

管
内
に
就
職
さ
れ
た
新
規
学
卒
者
お
よ
び
Ｉ

タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ
る
就
職
者
の
方
を
対

象
と
し
た
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
習
会
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
七
事
業
所
か
ら
12
名
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
例
年
お
願
い
を
し

て
い
る
元
日
本
航
空
客
室
乗
務
員
の
鵜
飼
昌

子
先
生
を
お
招
き
し
、
一
日
ビ
ッ
シ
リ
と
詰
ま

っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
講
義
指
導
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

社
会
人
と
し
て
の
基
本
的
な
心
構
え
や
身

だ
し
な
み
・
礼
節
な
ど
の
ほ
か
、「
周
り
の
人

に
受
け
入
れ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分

か
ら
積
極
的
に
相
手
に
近
づ
い
て
い
く
こ
と

が
大
切
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。 

 

ま
た
、
併
せ
て
「
新
規
就
職
者
激
励
会
」
を

行
い
ま
し
た
。
商
工
会
か
ら
は
正
副
会
長
三
名

が
出
席
し
、
高
山
市
か
ら
は
国
府
支
所
及
び
丹

生
川
支
所
長
さ
ん
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し

た
。加
藤
会
長

と
東
国
府
支

所
長
よ
り
、就

職
者
の
皆
さ

ん
へ
激
励
の

お
言
葉
を
か

け
て
い
た
だ

き
、記
念
の
品

を
贈
呈
い
た

し
ま
し
た
。 

 

写真上：20年表彰の舩坂忠雄さん 

写真下：10年表彰の 
岩塚康弘さん 

 
 
 
 

社
員
が
幸
せ
で
な
い
と 

 
 
 
 
 
 

会
社
は
伸
び
な
い 

 
 

あ
る
居
酒
屋
の
社
長
さ
ん
が
、
こ
う
い
う
こ
と
を

言
っ
て
い
ま
し
た
。 

「
居
酒
屋
は
、
ま
あ
ま
あ
の
材
料
を
使
い
、
ま
あ
ま

あ
の
内
装
で
、
ま
あ
ま
あ
の
価
格
。
し
た
が
っ
て
、

従
業
員
に
し
わ
寄
せ
が
来
る
。
だ
か
ら
、
従
業
員
に

目
を
配
り
、
幸
せ
を
感
じ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」 

 

こ
れ
は
、
多
く
の
経
営
者
が
見
落
と
し
が
ち
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
経
営
者
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
お
客

さ
ん
の
こ
と
は
「
外
」
で
す
か
ら
、
よ
く
見
え
ま
す
。

お
客
さ
ん
が
満
足
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
数
字
で

も
把
握
で
き
ま
す
。 

 

し
か
し
、「
内
」
で
あ
る
従
業
員
の
ス
ト
レ
ス
は
、

以
外
に
見
落
と
し
が
ち
な
も
の
で
す
。
こ
こ
に
気
づ

か
な
い
ま
ま
で
、
従
業
員
の
不
満
が
溜
ま
る
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
い
つ
し
か
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
低
下

し
、
接
客
が
機
械
的
に
な
り
、
お
客
さ
ん
は
離
れ
て

い
き
ま
す
。 

 

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
従
業
員
に
「
満
足
」
を

与
え
る
経
営
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
待
遇
に

気
を
配
り
、
そ
れ
で
不
足
す
る
部
分
は
「
理
念
」
や

「
目
標
」
を
共
有
す
る
こ
と
で
補
う
の
で
す
。 

 

社
長
と
社
員
が
同
じ
夢
を
見
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

そ
の
会
社
は
、
競
争
に
負
け
な
い
は
ず
で
す
。 

 

㈱
キ
イ
ス
ト
ン
代
表
取
締
役 

細
見
昇
市 

（
出
典
：
月
刊
「
商
工
会
」） 

コ
ラ
ム 
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商工会会員のために全国商工会連合会が全く新しく開発し運営する「新・共済制度」です。 

全国商工会会員福祉共済 
 

掛金・共済金は、年齢・性別・職種に関係なく一律！ 
充実した入院・通院補償！ 手術にも手厚い補償！ 
国内外・２４時間フルカバー！ 
高水準の入院補償と死亡補償を両立！ 

 

仕事中はもちろん、生活のあらゆる時のケガに対応！  
福祉共済があなたの暮らしをまもります。 

 
●加入資格 
１．加入のできる方（掛金負担者となれる方） 
商工会の会員とその家族、会員の従業員とその家族 

２．共済の対象となる方（被共済者となれる方） 
上記のうち満６歳～満６５歳まで（継続加入は満７４歳まで）の方（基本Ａタイプ） 
※加入年齢が、満６６歳～８０歳（継続加入は８５歳）までのＢタイプもあります。 
※基本Ａタイプの保障が約半分のＣタイプもあります。（Ｃタイプのみでの加入は出来ません。） 

●共済掛金 .  
１．職業・年齢・性別に関係なく月額 2,000円（Ｃタイプは 1,000円） 
２．共済加入口数は、被共済者一人につき１口までの加入  

――― 詳しくは、商工会までお問い合わせください ――― 
 

 

あ
と
が
き 

 
  

合
併
し
て
二
年
目
、
通
常
総

代
会
も
無
事
に
終
了
し
、
い
よ

い
よ
平
成
18
年
度
が
本
格
的

に
始
動
し
ま
し
た
。 

 

先
般
中
小
企
業
景
況
調
査

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
「
地
域

に
活
力
が
無
い
」
と
の
回
答
が

最
も
多
い
回
答
で
し
た
。 

日
本
の
経
済
は
、
回
復
傾
向

に
有
り
、
特
に
中
部
圏
を
中
心

に
好
景
気
に
な
っ
て
い
る
と

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
調
査
の
回

答
の
通
り
、
当
地
域
を
全
般
的

に
見
て
も
そ
の
実
感
は
湧
い

て
き
ま
せ
ん
。 

こ
の
豊
か
な
自
然
や
人
情

の
中
で
育
て
ら
れ
た
若
者
が
、

高
校
を
卒
業
と
同
時
に
都
会

に
憧
れ
、
学
業
や
就
職
の
た
め

飛
騨
を
離
れ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
若
者
た
ち
が
就
職
し
た
都

会
の
企
業
で
一
生
懸
命
に
働

き
、
ま
た
家
族
の
た
め
に
努
力

し
て
い
る
こ
と
が
、
今
の
経
済

回
復
の
成
果
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 地

方
の
景
気
回
復
の
遅
れ

は
、
確
か
に
少
子
高
齢
化
や
高

学
歴
化
も
、
そ
の
要
因
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
が
進
め
ば
、
少
し
は
改

善
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

優
良
な
企
業
誘
致
や
一
層

の
道
路
網
整
備
等
様
々
な
方

法
も
あ
り
ま
す
が
、
と
に
か
く

若
者
の
定
着
化
を
図
る
た
め

の
諸
施
策
の
推
進
・
環
境
整
備

が
、
地
域
を
活
性
化
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

  
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

!!

 
 

 
 

シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
創
業
及
び
経
営
革
新
に
取
り
組
む
事

業
所
へ
の
支
援
を
行
い
、
窓
口
相
談
や
事
業
所
へ
の
派
遣
の
形
で
専
門
講
師
の
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  
 

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方 

 

●
創
業
を
検
討
・
予
定
し
て
い
る
方 

 
 
 

事
業
計
画
、
事
業
展
開
、
資
金
計
画
・
調
達
、
開
業
手
続
き
（
許
認
可
、

税
務
届
ほ
か
）
支
援
策
利
用
な
ど
の
相
談
助
言
や
情
報
提
供
な
ど 

●
経
営
革
新
（
新
た
な
取
り
組
み
）
を
考
え
て
い
る
方 

 
 

経
営
改
善
、
新
規
事
業
、
新
分
野
進
出
、
新
商
品
開
発
、
新
技
術
導
入
、

顧
客
拡
大
・
支
援
策
利
用
な
ど
の
相
談
助
言
や
情
報
提
供
な
ど 

 
 
 

 
 

事 

業 

内 

容 
 

●
窓
口
相
談 

 

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
専
門
講
師
が
多
岐
に
わ
た
る
皆
様
の
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。 

 

※
創
業
や
経
営
革
新
以
外
の
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。 

●
専
門
家
派
遣 

 

創
業
及
び
経
営
革
新
の
承
認
を
目
指
す
皆
様
に
、
中
小
企
業
診
断
士
等
の

専
門
家
を
派
遣
し
、
個
別
的
な
課
題
や
計
画
書
作
成
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
し
ま
す
。 

●
情
報
提
供 

 

セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
て
、
創
業
や
経
営
革
新
計
画
の
承
認
に
必
要
な
情
報

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
ま
す
。 

  
 

窓
口
相
談
日
程 

 

【
７
月
】 

４
日
（
火
） 

三
島 

輝
男 

先
生
（
税
理
士
） 

 
 
 
 
 
 

５
日
（
水
） 

尾
賀 

眞
平 

先
生
（
社
会
保
険
労
務
士
） 

 
 
 
 
 
 

18
日
（
火
） 

三
島 

輝
男 

先
生 

【
８
月
】 

２
日
（
水
） 

尾
賀 

眞
平 

先
生 

 
 
 
 
 
 

９
日
（
水
） 

佐
々
木 

勝 

先
生
（
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
） 

 
 
 
 
 
 

22
日
（
火
） 

三
島 

輝
男 

先
生 

 
 
 
 
 
 

30
日
（
水
） 

尾
賀 

眞
平 

先
生 

  
 

※
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の
予
約
制
で
す
。 

商
工
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 


